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	農業分野の受入れ制度の概要と活用事例
	石田　一喜（いしだ　かずき）　株式会社　農林中金総合研究所　主事研究員�　－　1984年生まれ。福島県会津若松市出身。専門は農業経済学。�　－　東京大学農学生命科学研究科　農業・資源経済学専攻博士課程後（～13年3月）、農林中金総合研究所に入社（13年4月）。
	本日はこれまでの技能実習生・特定技能外国人の制度と受入状況の紹介に加えて、育成就労制度のポイントとして、本日は以下６点を主に紹介いたします
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	2020年の基本計画は2030年の農業就業者数を140万人と展望
	基幹的農業従事者数は10年前から４割減減少。65歳以上が経営主となる家族経営の過半が一世代家族経営であり、かつ一人経営の割合が３割を超える
	後継者の確保が進んでおらず、 “思い通り”の雇用も実現できていない
	労働力の確保が経営課題の上位。 “正社員”“臨時アルバイト”の不足が顕著
	農業法人の労働力不足対応として外国人労働力の導入・増加が選択肢の一つに
	スライド番号 11
	千葉県の在留外国人数は過去最多の21.9万人。留学生と特定技能外国人数の大きく増加している
	在留外国人労働者数も過去最多の9.3万人。うち２割が特定技能外国人。
	農業分野で外国人を雇用する事業所数946。労働者数は3,719人。事業所の平均労働者数は3.9名。
	技能実習は国際貢献を目的として、外国人が継続的な就労を通じて技能習得を目指していく仕組み（通常の雇用・労働者とは異なる）
	特定技能は人手不足解消を目的に技能を有し、即戦力となる外国人を雇用する仕組み（日本人とほぼ同様に従事することが可能、短期雇用も可能）
	技能実習生数は建設、食品製造、機械・金属関係に次いで農業となっている
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